「男と女」           重田定義著「医者に治せない病気」より

神が造られた最初の人間は、アダムでした。アダムは男でした。神は、アダムをエデンの園に置いて、そこを耕させ、またそこを守らせておられましたが、その後、神はアダムに妻を与えようと思われました。男が一人でいるのは良くない、彼には助け手が必要だと思われたからです。「彼にふさわしい助け手」とは妻のことであります。神はアダムの助け手である妻をどのように造られたかは、冒頭の聖書の箇所に述べられています。神は、アダムのあばら骨を取って一人の女をお造りになり、その女をアダムの妻とされたのです。ここで、あばら骨が特別の骨であることがわかります。

男のあばら骨から女を造られた理由

しかし、どうして神は、女を造られるのに男のあばら骨をお用いになったのでしょうか。からだの骨は他にもたくさんあるのに、その中からあばら骨を選ばれた理由はどこにあるのでしょうか。それには、まず、あばら骨の特徴を解剖学的な視点から考える必要があります。第一に、あばら骨は胸郭を形成している骨です。胸郭は籠のような形をしていますが、その中には心臓や肺が入っています。心臓も肺も、数分でも止まれば人間は死んでしまいますから、いのちにとっては最も大切な臓器といえます。その、いのちにとって最も大切な臓器を外部から守っているのが、あばら骨なのです。第二に、あばら骨は骨の中で最も弾力性のある骨です。人間は肺を通してからだに酸素を取り入れ、二酸化炭素を外に出します。そのためには呼吸をしなければなりません。そして呼吸には、胸郭の働きが大変重要です。つまり息を吸い込む時は胸郭をふくらませ、息をはく時は逆に胸郭をしぼませるのです。あばら骨に弾力性があるのはこのためです。あばら骨は、骨の中では、か細い、弱い骨ですが、このあばら骨がなければ、たちまち大切な心臓は傷つき肺はしぼみ、人間は生きることができなくなります。

夫婦における妻の役割

以上に述べた、あばら骨の特徴を考えますと、神が特に男のあばら骨から女を造られ、その男と女を夫婦とされたということの意味は大変深いものであることがわかります。神は、男にとって、ふさわしい助け手が必要と思われたから、女を造られました。そのふさわしい助け手が、あばら骨から造られたのです。あばら骨の特徴は、その人のいのちのために最も重要な臓器を外部から守り、また、その人の呼吸に合わせて動く弾力性にあると言いましたが、夫婦における妻の役割は、夫の状態に合わせて共に生きることのできる、夫のふさわしい助け手となることであり、それが夫と妻を造られた神のご目的なのです。
しかし、悲しいことに、あばら骨の役割を果たしていない妻が多いことは事実です。夫の良き助け手であるどころか、夫を支配している妻、夫に従わない妻、夫を無視している妻、夫を軽蔑している妻、夫を憎悪している妻などの妻が多くいるのではないでしょうか。このような妻は、夫のいのちを守るはずのあばら骨が、反対に夫の心臓を突き刺したり、夫の呼吸に合わせてしなうのとは逆に、夫の胸を締め付けて苦しめ、窒息させてしまいます。
これは、神様の男尊女卑などというものではありません。神は男も女も平等に愛しておられ、夫婦における夫婦の役割を聖書のみことばに、表しておられます。

ガラテヤ人への手紙３：２８

3:28 ユダヤ人もギリシヤ人もなく、奴隷も自由人もなく、男子も女子もありません。なぜなら、あなたがたはみな、キリスト・イエスにあって、一つだからです。
エベソ人への手紙５：２８

5:28 そのように、夫も自分の妻を自分のからだのように愛さなければなりません。自分の妻を愛する者は自分を愛しているのです。
コリント人への手紙第一７：３－４

7:3 夫は自分の妻に対して義務を果たし、同様に妻も自分の夫に対して義務を果たしなさい。 

7:4 妻は自分のからだに関する権利を持ってはおらず、それは夫のものです。同様に夫も自分のからだについての権利を持ってはおらず、それは妻のものです。
完
